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教室における消化器外科の歩みと癌性貧血の発生機序

弘前大学医学部第2外科

大  内   清  太

I・ 教 室における消化器外科の歩み

いとぐち

教室は昭和24年槙哲夫先生の創立になります。昭和36

年,慎先生の後任として大内が赴任後も,教室は消化器

外科の臨床を主体とし,ま た研究では従来の肝 ・胆 ・膵

に関する基礎的研究と ME応 用等の研究を継続すると

共に,新 たに癌の生化学的研究を加え,今 日にいたって

います.

1.臨 床

4グループから編成されています.各 グループにそれ

ぞれ 2名のスタッフがおり,研修中は各グル
ープを交替

に回り臨床経験をつむ方式です。上部Cは 消化管運動の

映像工学的観察から,よ り合理的な再建術式の開発 (例

えば胃全all後のβ吻合など).

下部腸管Gは 小腸より肛門部までの領域を担当し,中

でも各種大腸疾患の再検討と共に直腸癌に対する低位前

方切除の吟味.

また肝 ・胆Cは 十二指腸乳頭部の検討,慢性陣炎や肝

内結石等の治療対策.

小児外科Cは 年間約70例の各種重症疾患を経験してい

ます。

2.研 究

1)ME.電 気生理学 ならびに映像工学的観察による

胆道系ならびに消化管運動の基礎的研究と臨床面への応

用.さ らに胆汁排出機転に関する研究.

2)人 各種細胞の培養と癌免疫に関する研究.

3)癌 の生化学的研究.癌 の毒性物質,特 果抗原の研

究等を主体としており,本 日はそのうち癌性貧血につい

てのみ言及します。

H・ 癌 性費血の発生機序と時床面への応用

私は,昭和16年卒業以来,武藤先生のもとで消化器外

科を専攻してまいりました。その間,昭和21年より4年

間 P01ySaccharideの第 1人考正宗教授のもとで生化学

を勉強する機会に恵まれました。

当時の Themaは 「癌の毒性物質」に関するもので,

生化学の教室では胃癌組織 のP01ysaccharideめを中心に

御指導をうけ,外科の教室に帰ってからも,こ の方面の

研究を継続しました。

その折,大変興味をひかれたのは,K`1.K.反 応でし

た。これは,古 く昭和12年,大 阪大学の岩鶴氏ら
り,3)に

よって発表されたもので,胃癌患者の目液を家兎の耳静

脈内に注入すると,一過性の貧血がみられるので癌の診

断にも利用しうるとするものです。

そこで,私 は早速生化学的にその本態の追求にとりか

かりました。これが本日皆様に御報告申し上げる発端で

あります。

当時,教室ではそのほか目癌組織から,ア ミンや不飽

和脂肪酸等を分離し,生 体に及ぼす影響などをも研究し

ており,こ れらの成績をまとめ昭和33年5月 ,日 本消化

器病学会総会に於て 「胃癌の毒性物質追及」という演題

で特別講演
4)と
して発表させていただきました。

A.催 貧血因子の基礎的研究

これより先き;昭和32年青森県立中央病院に赴任致し

ましたが,昭和34年 Detroitの 」働廊tOne教授 のもと

で,胃 癌の P01済accharideの研究を進めることになり

ました。

こうした研究を進めるうえには,大 量の材料を必要と

します。ところがアメリカでは胃癌の症例も少なく実験

は困難でした.

1.胎 盤

その当時,私は胎盤を材料とする松原氏の皮内反応
D

をも追及しておりましたので,急還材料を胎盤に切り替

え,胎盤を図1のごとくく分画して実験を進めました。

各画分めについて催貧血作用をみますと表1の如く,ム

ヨ蛋白画分が強い作用を塁します。私はこれをP‐62と命

名しました。図2は P‐62を家兎体重lkg当り0・02mg注

射した場合の赤血球の変動です。

昭和36年,損先生の後任として弘前大学に赴任後も,
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胎盤組織各画分の催貧血作用

P-62   35    27    4     4

P-63

この研究を続けました。

2.胃 液

教室での手初めの仕事として,ま ず胃癌胃液つを大量

に集め,図 3の ように分画していろいろの画分を作り,
K.I.K.反応をみますと,図 4の 如くムヨ多糖画分 K7

花殿 (K2) 上清
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図 3 胃 液分画法
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図 4  胃 痛 目液催貧血因子による赤血球数の変動
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正常胃液

胃癌胃液

とムヨ蛋白画分がkg反応陽性です。なお,正 常胃液から

同じように処理して,調 べてみましたが,そ の作用は示

しておりません.

3.胃 痛組織

そこで胃痛鱗
)についても胎盤と同じようにBarium

ethanol法で分画して検索してみますと,ム ヨ蚕白画分

が同じように強い催貧血作用を示しておりました。

4.催 貧血困子の赤血球におよぼす影響

1)赤 血球滲透圧抵抗試験

次いで,こ れらの催貧血囚子の赤血球におよばす作用

を調べることとし,こ の因子を試験管内で,赤 血球に静

脈内注入と同量を作用させた後 (図5),赤血球の低張食

塩水に対する滲透圧抵抗りを検索しますと,試 料の作用

をうけた赤血球は抵抗の減弱を示し,容 易に溶血しまし

た ( 図6 ) .

これは静脈内注入した場合とよく一致する成績で,こ

の結果から,催 貧血作用を静脈内注入の代りに試験管内

の反応によっても判断することが可能となったため,以

赤血球数%
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図 9 P‐ 62,SC‐62)SM‐ 62の血液寒天板上溶血反応

P‐62:胎盤62画分50mg/ml
SC‐62:悪性腫瘍息者血清62画分50mg/ml
SN‐62:正常人血清62画分50mg/ml

O,1%サポニン :POSitive contrOl

生食 :negative control

抗を示しました.こ れは癌患者では,す でに催貧血因子

の影響をうけ,脆 弱な赤血球は容易に破壊されてお り抵

抗の強い赤血球のみ 生存しているものと判断されまし

た,

3)赤 血球の形態学的変化

かかる作用を,顕 微鏡下で観察しますと,催貧血因子

の作用をうけた赤血球は変形あるいは破壊像
1りを呈しま

した (図8).

4)赤 血球の寒天板上溶血反応

また,血液を含む寒天板に直径211mの 口みを作り,

その中に試料を入れ観察しますと
1り
,凹 みの周囲には溶

血リングが発生することが知られました (図9).

5)赤 血球寿命の測定

また,催 貧血因子が赤血球の生存日教
1めにおよぼす影

図 5 赤 血球浸透圧抵抗試験
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図 6  P‐6 2の家兎赤血球浸透圧に及ぼす影響
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後実験は簡便となりました。

2)患 者赤血球の抵抗試験

また実際に癌患者の赤血球滲透圧抵抗
1の
を調べてみま

すと,癌 患者血球は催貧血困子に対し図 7の如く強い抵
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P‐62作用,対 照家兎15例の平均放射能曲線

1  3 5 7 9 1 1 1 3 1 5 1 i

響を調べるため,予 め
51crで
漂識した家兎赤血球に試

料を作用 させ,再 び家兎にもどし,赤 血球寿命を測

定 してみると,著 しい寿命 の短縮が認 められました

(図10).

5.各 種ムヨ蛋白画分の生物活性と分析値の比較

以上,要 約しますと,胃癌胃液,胃癌組織,お よび胎

盤組織中のムヨ蛋白画分
1つは,それぞれ強力な赤血球破

壊作用を示すことが知られました。

これら3種のムコ蛋白画分はまだ精製された段階のも

のでありませんが,そ の段階における分析値を比較しま

すと,表 2の 如く極めて類似している物質と半J断され

女こ1 5 ) .

6.免 疫学的検討

次いでこれらの物質について免疫学的検討を加えるこ

教室における消化器外科の歩みと痛性貧血の発生機序   日 消外会議 11巻  11号
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表 2 各 種催貧血因子の化学組成

催貧血因子分析値 (%)

N
Hexosamine
Mannose
Glucose
Galactose
L-Fucose
Xylose
Sialic acid
Ash

12.3
3 。7
4.4
2 . 3
1 . 5
0 . 8
1 . 0
2 . 8
2 , 1

⑥

①

1 1 . 2
5,7
3.5
1.9
2 . 9
1 . 9
0。9
2 . 6
1 . 7

表 3 平 均 3.Okgの 健康家兎を使用免疫方法

回
疫
初
免

号母:景|チユ‖
十
1目
基暑及キ

ととし,胎盤および胃癌組織からムヨ蛋白画分を分離し,

表3の如く家兎を免疫して,抗血清を作製しました。

いろいろの組み合わせで,相 互関係を検討 しました

もののうち 1・ 2をお示しします。抗 P‐62血清と胃癌

胃液抗原
1°'17)とを用い Oucllterlonyゲル内反応でみま

図11 胎 盤催貧血因子と胃癌胃液催貧血因子の共榔抗原性

P‐62Ab:抗 P‐62血清  P‐ 62AbS:抗 P‐62血清+健 康人AB型 血清 1滴吸収
K7Ag loo:胃癌胃液分画抗原 K7100mg/ml  KrAg loo:胃 癌胃液分画抗原 K8100mg/ml

最終免疫
後7日 で
採血

Ab-1

Ａ

終
間
疫
週
射

免
３
注

回
後
に

初
了
目
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図12 胎 盤催貧血因子と目痛組織催貧血因子の共通抗原性

P‐62AbS:抗 P‐62血清十健康人AB型 血清 1滴吸収

MK‐62コ昭 2:胃 癌組織分画抗原 MK‐62 2mg/ml

図13 抗 P‐62血清と胃癌目液催貧

P‐62Ab:抗 P-62血清十健康人AB型 血清 1滴吸収

NoAg:健 康人胃液粗抗原 100mg/ml

すと,図 11の如く胃癌胃液の部に沈降帯が出現します。

また胃癌組織から分離したムコ蛋白も図12の如く同様に

反応します.

また免疫電気泳動法によって精細に検討
1め
を加えとみ

ますと,γA‐ないし γM‐グ'ブ リン領域に沈降線が出

現することが知られました (図13).

これらの結果,3種 のムヨ蛋白画分はそれぞれ共通抗

原性を示していることが解りました.

以上の如くこれら3種のムヨ雲白画分は強い生物活性

を示すとともに,免疫学的にも癌に特徴的な物質かとも

考えられましたのでこの特徴を利用すれば,物 質の精製

ひいては診断面への応用も可能でなかろうかと考えまし

た 。

B.臨 床面への応用

1.予 備実験

そこで診断面への利用が可能か否かの予備実験をする

こととし,まず大量の胃液を採取し,こ れをある程度精

5(889)

P,62Ag 2:胎盤分画抗原 P‐62 2mg/ml

因子との I・E'P.像

oKoAg
一

‐62Ab

ONoAg

14oAg:目 痛息者胃液祖抗原 100mg/ml

表 4 胃 液沈降反応の臨床実験成績

例 数

沈降反応 陽性率
(%)

陽性例 陰性例

要 性 胃 癌 92.0

疾患 そ の他 の癌 1 7 3

良
性

疾
患

胃 疾  患 0

胃 潰 湯 0

内

訳
胃ポリープ 0

胃   炎 0

その他の疾患 1 2 6

合計

製したものについて検索しました.表 4の如く,胃癌胃

液中にかなり高率に反応する物質が含まれていることが

解ります
1 り,

また,剖検例の血液を大量に採取し,胎盤の場合と同



表 5 悪 性腫瘍患者血清の検討
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計
(百分率)

図14 尿 分画法

10 %酢敗又は10 % N a O Hにて
pH6 01こ言用書磐

沈性    上 清

25%安 定、香酸.10%NaOHに て
pH 9 . 0 1こ訂司養括

L市      沈 股

25%HCIに てpH4.0とす

一
上i青     4殿
5叫 に舗 班 絆

上清   沈 殴

エタノール・生―テル乾操紛末

表 6 悪 性腫場患者尿の検討

疾 患 名 例 数 陽 性 陰 は

癌
　
　
腫

胃 8

直 陽 l

膵 1

その他の消化器 2

肺 5 4 1

乳 腺 5 5 0

そ  の   他 9 1

癌以外の悪性腫瘍 4

計 (百分率)
146
(890ラち)

18
( 1 1 0 % )

様に分画して,血 中のムヨ蜜白画分を分離し免疫学的に

検討してみますと表5の 如くで,い ろいろの悪性腫瘍例

で陽性に反応するものが多数みられました10'2り,21).

さらに,尿 を大量に集め粗製粉末とし (図14)少 しく

分画をすすめムコ蛋白画分の反応をみますと,表 6の様

教室における消化器外科の歩みと癌性貧血の発生機序   日 消外会議 11巻  11号

図1 5  臨床面への応用

胃癌 胃液 ( K I K 反馬)

目
痛
狙
横

血 尿

裁

組 岡 推 → ← 考如 捜

精 製

RlA

臨 床面 への庶 用

に多数例に陽性です
2ケ2o.

以上の実験から催貧血因子は癌患者の胃液,血 液およ

び尿中にも何等かの形で存在しているものと判断されし

た.し かし,こ れを実際臨床面に利用するには,材 料を

大量に例えば血液では 1回に40～50ccを 必要とし,操

作も複雑すぎます.

C.物 質の精製

ここに考えられますのは,RadioimmunOassay(図15)

です。しかしこの場合には物質が単一性でなければなら

ないという厳しい条件があります。これには多大な困難

が予想されますが一歩踏み出すこととしました。

1.予 備実験

出発材料として胎盤ムコ蛋白画分 P‐62を選び,精 製

法の主体をクロマトグラフィーにおき,生物活性と免疫

学的特異性とを示標としながら精製を進めました.

1)DEAE‐ セルロースクロマトグラフィー

まず,陰 イオン交換体である DEAE‐セルF― スで分

画
1の
しました.す なわち試料をカラムに重層し,PHお

ょび NaCl濃 度を段階的に変化させる Stepwise elution

で ChrOmatograpllyで展開し,溶 出曲線を描きますと,

図16のように6つ のピーク,す なわち Fr.‐1か ら Fr._6

となります。それぞれのピークについて赤血球抵抗試験

(表7)と 免疫電気泳動法 (図17)で 吟味しますと,活

性物質は Fr.‐1に集約されていることが半」明しました.

そこで Fr.‐1の単一性を吟味するためディスク電気泳

動法 (図18)で吟味しますと,「r・‐1は少なくとも5種以

上の物質から構成されているものと判断されました。

2 ) C M ‐セルロースクロマトグラフィー

つぎにこの活性部分の F r .‐1を,さ らに陽イオン交

４６

２０

１７

６５
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図16 DEAE‐ cellulose cOlun■ll chrOmatograPhy

lMderir l :  p-Gz mDs

7(891)

換体である CM‐セルロースを用い図19のような条件で

chromatographァを実施しますと8の iactionに分別さ

れます。おのおのについて DEAEの 場合と同様に活性

および免疫学的検討を加えました所,Fr.‐2′に活性物質

が含まれて ヽヽることが解りました。なお Fr)‐2′とは,

0.05M NaCl合 有の0・lM PH 4.節 酸緩衝液で溶出す

る部分です。

その単一性について免疲電気泳動法で吟味しますと,

本法によってもいまだ単一にはいたっておりませんでし

ブこ.

以上の実験を再三,再 四反復し,ま たほかの方法など

導入しながら精製に努力を重ねましたが,わ れわれ外科

医のみの手では精製はきわめて困難でした。

2.PAIFの 精製

そこで研究 Starと器機のそろった三共株式会社の離

酵研究所に,昨年12月教室の井上
2り
を派遣し,最後の精

製を目指しました.

F r . o  A g : D E A E  F s . o抗 原

Fr. 2 Ag:DEAE Fr. 2抗 原

Fr . 4  A g : D E A E  F r . 4抗 原

Fr . 6  A g : D E A E  F r . 6抗 原

FloN ratc:hl^sr
Fru . t ion  s iz . : l sn l

蹴 5H乳紺Ⅲ瑞極H嶋戦

! ↓  ↓   1

表 7 DEAE‐ Fr.1の 赤血球浸透圧抵抗試験

図17 人 血清吸収抗 P‐62血消に対する DEAE各 画分の免疫電気泳動

υ）
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P‐6 2  A b t t S :抗 P‐6 2血清 正 常人 A B型 血清 1油 吸収
F r . l  A g : D E A E  F r . 1抗 原 2 0 m g / m l
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F r . 5  A g : D E A E  F r . 5抗 原 2 0 m g / m l
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図18 正常人血清,P‐62,お よび

○

I:正 常人血清  正 :P‐62

図19 CM‐ 七ルロースカラムク,マ トグラフィー

〈AA3:砕 後眠衛汽 OD:成 光直)

幸い,最 近ようや くにして目指す物質を精製できまし

た。そこでわれわれは本物質を 胎盤催貧血困子 (Plac

ental Anemia lnducing Facttr,PAIF)と命名しました。

その精製法を要約しますと,こ れまでの実験法を基礎

とするものですが,果 なる点は得られたピークをひとま

とめにして活性そして免疫学的特異性を検索するもので

図20 DEAE‐ celluiose colulnn chromatograPhy

教室における消化器外科の歩みと痛性貧血の発生機序 日消外会議 11巻  11号

DEAE Fr.1の ディスク電気泳動像

ll :DEAE Fr. 1 B:BPB band

図22 CM‐ Cellu10se colugIIn chromatography

TUBE NUM8ER   5mi/tube

なく,得 られる分別試験管 1本 1本について調べ,一歩
一歩精製を進めていく方法です。

すなわち,胎 盤ムヨ蚤白画分をまず DEAEセ ルロー

スカラムに吸着させておき,緩 衝液中の NaCl濃 度を

0,2Mま で直線的上昇させる gradient elutionで溶出さ

せます。この際図20の○印のついた部の試験管が,図 21

のように免疫学的活性を示しました。

そこでこの活性部分の試験管のみ集め, これを CM‐

セルロースカラムに吸着させ, 同様に gradien4 eluticn
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図21 免 疫電気泳動
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図23 COlum濃 縮

20        30

T U 8こ N U M B E R

図24 Gei nitration(SePhadex G‐ 75)

0           30           60           90           120

TUBE NUM8ER 5m1/tube

で溶出させ,活性部分を調べますと,図 22中の ShOulder

の部,○ 印の部分のみに活性物質が分別されていること

が解りました。

そこで,こ の活性部分の試験管のみ集め,再 び,CM‐

カラム (図23)を 通し,濃 縮し,次 いで Sephadex G‐75

カラム (図24)で ゲル据過子を行 い,よ うやくに して

PAIFを 単離しました.

この精裂物質 (PAIF)の 収量は,胎 盤ムコ蛋白画分

(P-6の300mgょ りわずか1・2mgで ,実 に0。4%に 過ぎ

ませんでした.

3.PAIFの 性状

1)単 一性と生物活性の吟味

まず単一性の吟味ですが, これを diSk電気泳動し,

アミドブラック染色で蛋白部分を,ま た PAS染 色で糖

質を染色しましたところ,同 一部位で染色常が認められ

ました.こ のことから本物質は単一な glycoProteinで

あることが確認されました。

その生物活性を検索しますとまず家兎静脈内注入では

体重lkgあ たり0・0023mgで 催貧血作用陽性であり,ま

た試験管内では家兎体重 lkgあ たり0・007mg作 用で溶

血作用を塁しました。

2)物 理化学的性状

つぎに,本 物質の元素分析値は表8の 如く C,42.50
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表 8 AIFの 物理 ・化学恒数

元慕分析値 :C:42.50～46.60挽,H:6.30～6.5570,N:6.38～ア.5'拓

沈 降 定数 : 1 . 7 4 S

拡 散 定 数 : 8 . 2 8 X 1 0 ~ 7 c m 7 S e C

分 子  量 :19,230(沈降定数と拡散定数より算出)

20,137(アミノ酸分析値より算出)

21,Ol10(SDS‐ポリアクリルアミド電気泳動法)

等 電  点 :pH 4.弱

～46.60%,H,6.30～ 6.55%,Nは 6。38～7.51%です.

分子量は沈降定数と拡散定数から19,230,ア ミノ酸分

析値より20,137,ま た SDSポ リアクリルアミドゲル電

気泳動法では21,000と算出されました。

等電点はアンホライン法で PH4・58でした。

糖成分は,材料の関係で精細な分析にはいたっており

ませんが,表 9の如くグルコース換算で弱.8%,う ちグ

ルヨヤス30.8～34.6%,グ ルヨサミン2.08～2.21%で し

, ,こ.

また人胎盤 AIFの アミノ酸分析値は表9の 如くでし

ブこ .

D.フ ェトプロティンおよび CEAと の交叉性につい

ての吟味

また,AIFで 感作してウサギ抗 AIF血 清を作製し,

免疫学的に検討した所 (表10),す でに癌特異抗原とし

て知らている α‐フェトプロテインならびに CEAと は

反応しませんでした。また AIFは 肝炎の抗体として知

られている,抗 HBS抗 体とも反応を示しませんでした。

表9 AIFの アミノ酸分析値および糖組成

(分子■ 19.230,お台■ SS Sヽとしてアミツ出残基敏tⅢ出〕

SⅢ HCl.110モ .248向 加水分解したta分析

千雰掌畳け稼法室曇

４。

　

じｂｅ／ｍ

リジン

ヒステジン

アルギニン

アスタヽライン酸

グ,レサミン酸

縮  組  成

フエノール確白法で鴻定してグルコ
ース線lHでい成分51～58ヽ

t合有。

この中 グルコサミン 208～ 2.21■(7ミ ノ酸分析法)

グルコース 300～ 34.|"(ガスクロマトグラフイ
ー法)

1.79-2.22
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表10 α ‐フェトプロティン, HBs,CEAぉ ょび
S C ‐6 2 とぉの交又

試   料 方  法 交  又

αヽフェトプロティン
ブレート(エーザイ)

―元免疫拡散 ( ― )

HBsブ レート
(エーザイ)

一元免疫拡散 ( ― )

C[A(ロ シュ) R,A ( ― )

SC‐62 RIA (十)

しかし癌息者血清より分離したムヨ芸白画分 (SC‐62)

とは明らかに交叉を示しました。

免疫電気泳動上,‐ 般 には胎児性蛋白痛特異抗原は

α～β‐グPブ リン領域に沈降線が出現するのに対し,
AIFャょγ_グロブリン領域に泳動像を与えるものです.

したがって本物質はこれまで知られたものとは別個の

性質を有する新たな物質であることが明らかとなりま

した.

E. Radioilnmunoassay

ここに,AIFは このように単一なものとして精製さ

れましたので,1251標 識による Radioimmuncassaγが

初めて可能となり,臨 床商への応用の道が開けそうにな

りました。

AIFの Radioimmunoassay法は,家 兎 に AIFを 注

射し,AIF抗 体を作製し, また精製した AIFを 放劇

性物質を用いてラベルします。

ラベル化 AIFと ,AIF濃 度が既知の標準液とを用い,
AIF抗 体との抗原抗体反応にょって,AIFの 検量線を

作成しておきます。

つぎに息者血清を試料として同様の反応を行い,検 量

線より血清中の AIFを 求めます.実 際には,二 抗体法

(図25)で RadioimmunOassayを行いました.

lXl25 Radioimmunoassay

r )  oo  +  r - r  . _.  a a  * o .  - o

o o
?) c o _t_ F----l :-' oF-----b

o o  r  -  ' +

a a

O non labe l led  Ag

a  l a b e l l e d  A 9

教室における消化器外科の歩みと痛性貧血の発生機序   日 消外会議 11巻  11号

図26 SCrum AIF Level
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最後に,臨 床pllで測定した成績について報告致しま

す。Radioimmunoassayを実施出来るようになりました

のもようやく本年 3月でしたので,い まだ十分な例数で

はありません.

いろいろの疾患540例に預J定しましたが,本 日は取 り

あえず術後を除いた376例について報告致します。

その内訳は正常群37例,良性疾患82例,妊娠36例,胃

潰瘍37例,結核24例および悪性腫瘍160例です。

また悪性腫場の内訳は胃癌72例,大 腸癌37例,肺 癌10

例,膵癌 6711そのほか35例です。

各疾患の測定値をプロット1/たものがこの図26です。

これを統計的に処理したのが,図 27です.正常群では

図左端のセクションで示してありますが,そ の平均値は

56.6ng/ml,以下は単に数字を上げます。その区間推定

は大線で示され,有 意水準 1%で ,45～ 68の範囲にあ

り,測定値の標準偏差は細線で示してありますが,30～

80であります.

これに対し悪性腫瘍160例を一括検討したものが Siide

中の右端で,そ の平均値は170.6,区 問推定139～201,

標準偏差は20～32ing/mlで明らかな高値を示しました。

またそのほかの疾患群は前述の両者間に4つのセクシ

ョンに示してあります.正 常群と悪性腫瘍群との中間値

をとる印象をうけました。

術後の AIF値 の変動あるいは Stageとの関係等 い

ろいろ吟味を加えておりますが,ま だ例数も十分であり

ませんので改めてご報告申し上げたいと層います。

む す び

ここャこAncmia lnducing Factor ャま, Radioimmuno‐

aSS年によりようやくにして測定可能となりましたもの

の,わずかに緒についたばかりです。これから吟味,検

討を加えなければならぬ問題が山積しております。今後

皆様からいろいろの御批半J,ご叱正をいただき,諸 問題

の解決にあたりたいと考えております。

最後に一言御礼を述べさせていただきます。まず癌の

毒性物質のテーマを与えて下さった恩師武藤先生に心よ

り感謝を申し上げ,御冥福をお祈り申し上げます。

また,や やもすれば低迷しがちだったこの研究に,会

長講演として何か 1つの区切りをと,大 きなきっかけを

与えて下さった,中 山先生,損先生初め,多 くの先輩に

厚く御礼を申し上げますとともに,永 い間こうしたやや

こしい化学の研究を引き受け,や ってくれた教室の人々

に深く感謝致します。

また,司 会の労をとって下さった石川教授,そ して解

11(895)

りにくい点の多々あった本講演を長時間に亘 り御静聴下

さいました会場の皆様に心より御礼を申し上げ,講 演を

終らさせていただきます。有難 うございました.
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